
カフェモンタージュでのIi時間
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E.ノブロ:アンダンティーノと終曲

P・カミュ:シャンソンとバディネリ

Aエ ネバンス:夢想 ―カプリース

Gバ レール:夜想曲

チャイコフスキー=タフアネル:無言歌

Cサ ンーサーンス:ロマンス

Cサ ンーサーンス:バレエ「アスカニオ」のアリア

Gユ ー:フアンタジー

」.ドウメルスマン:演奏会用独奏曲第6番

フランスの音楽家は、バロック期から、古典、ロマン派にいたるまで、音楽において

人間の宿命的なことを表現しようとするよりは、旋律の優美さ、響きの気高さという

べきものを第一のこととしてきました。音楽においては、人生ではなく音楽そのものが

問題であるという思想。それはたぶん私達が、センス、と呼んでいるものに近いでしょう。

どれほどに重大で深刻なものでも、センスが無ければ価値が無い、といういわば都会的な

感覚の先端を、フランスの音楽家は常に担って来たのです。深刻なそぶりを見せなくて

は芸術家ではないといったロマン派の時代にも、気高さと優美さを重んじた 19世紀

後半から20世 紀にかけてのフランスの音楽家の作品を取り上げます。


